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二種類の「忘れる」と補文形式 














（1） a. 太郎は部屋に鍵をかける{こと/の}を忘れた。 
   b. 太郎は部屋に鍵をかけ忘れた。 























3 節では先行研究の問題点を指摘し、第 4 節で「忘れる」には「含意動詞」と「叙実動詞」
の二つの意味が認められることを明らかにし、これらの意味が付加詞の修飾と深い関わり







（2） a. 太郎は部屋に鍵をかける{こと/の} を忘れた。 











（3） a. 太郎は美術館で写真を撮るのを忘れた。 
    ⇒OK 太郎は美術館に行っていない 
    ⇒OK 太郎は美術館に行っている 
   b. 太郎は美術館で写真を撮り忘れた。 
    ⇒× 太郎は美術館に行っていない 




















（4） a. *店員は品物を包装紙で包み忘れた。 




























































































 英語の “forget” は定形、非定形の二種類の補文形式をとることが可能である。そしてそ
れらの補文形式に対応して、二種類の  “forget” があることが広く認められている
（Karttunen 1971，Grano 2015 等3）。 
                                                        
2 これと同様の批判が Takahashi（2013）にも見られる。詳細は Takahashi（2013）を参照。 
3 二種類の「忘れる」に関しては、イタリア語の “dimenticare（忘れる）”、ドイツ語の “vergessen（忘
5
 （8） a. John forgot to send the letter to Mary. 










の「含意動詞」であり、（8b）が Kiparsky and Kiparsky（1970）の「叙実動詞」ということ
になる。したがって、前者の “forget” は選択するイベントの成否に関わっているのに対し





（9） a. John didn’t forget to send the letter to Mary. 














                                                                                                                                                                  
れる）” も参照（Cinque 2006，Wurmbrand 1998）。 
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（10） a. 太郎は[部屋の鍵をかけ]忘れた。         （→鍵はかけなかった） 
    b. 太郎は[部屋の鍵をかけたこと/の]を忘れた。    （→鍵はかけた） 
（11） a. 太郎は[部屋の鍵をかけ]忘れなかった。      （→鍵はかけた） 



















（12） a. *店員は[品物を包装紙で包み]忘れた。 
















（13） a. ?教授は太郎に[論文を書き直すこと]を 3 本命じた。 
    b. *教授は太郎に[論文を書き直したこと]を 3本報告した。 （佐藤 2002： 119） 
 
























（16） a. 太郎は[3つの電球を外す{こと/の}]を忘れた。 
b. ?太郎は[電球を外す{こと/の}]を 3つ忘れた4。 
 
                                                        
4 当該の文の文法性は完璧ではないが、補文が過去形の場合と比べると明らかに容認度に差があることが
わかる。 











（17） a. 太郎は[3つの電球を手で外す{こと/の}]を忘れた。 















（18）  事態が不成立（未確定）であることを表す含意の「忘れる」：付加詞修飾不可能 

















「する」の項として現れ得ることが指摘されている（Grimshaw and Mester 1988，Matsumoto 
1996，Saito and Hoshi 1998 等）。例えば以下のような例である。 
 
（20） a. 太郎は[花子との相席]をした。 









（21） a. 彼らは東京へ[物資の輸送]を始めた。 





（22） *ジョンは東京へ[旅行]を発表した。  













（24） a. 太郎は[家への連絡]を忘れた。 
    b. 太郎は家へ[連絡]を忘れた。 
（25） a. 太郎は[家への連絡]を忘れなかった。 


















（27） a. [家への携帯電話での連絡]が災害時には難しい。 










（28） a. 日立が[学生の採用]を 300人中止した。 









（29） *大学は[学生の推薦入学での採用]を 300 人忘れた。 



























 （i） a. *店員はきっぱり品物を包み忘れた。 
    b. *品物を包み忘れろ。 
 （ii） a. 店員は品物を包装紙で包むことをきっぱり忘れた。 
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